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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第92期

第３四半期
連結累計期間

第93期
第３四半期
連結累計期間

第92期

会計期間

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　12月31日

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　12月31日

自平成28年
　４月１日
至平成29年
　３月31日

売上高 （百万円） 6,873 6,471 9,360

経常利益 （百万円） 485 306 472

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 324 187 179

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 426 330 289

純資産額 （百万円） 11,626 11,691 11,488

総資産額 （百万円） 16,378 16,131 16,147

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 152.87 88.16 84.31

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 71.0 72.5 71.2

 

回次
第92期

第３四半期
連結会計期間

第93期
第３四半期
連結会計期間

会計期間

自平成28年
　10月１日
至平成28年
　12月31日

自平成29年
　10月１日
至平成29年
　12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 57.95 7.74

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」については、潜在株式が存在しないため、記載し

ておりません。

４．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計

年度の期首に当該株式併合が実施されたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当社グループを取り巻く事業環境は、機械関連については、舶用機器の需要が一昨年来の新造船の新規受注低迷

の影響を受け弱含みに推移し、産業機器の需要も製鉄関連が低調でした。資源関連については、半導体、情報通信

関連分野の需要が堅調に推移いたしました。賃貸ビル業においては、都内オフィスビルの平均空室率は低下基調に

あります。

　上述の如き環境の下、当第３四半期連結累計期間の売上高は64億７千１百万円（前年同期比5.8％減）、営業利

益は３億７百万円（同26.0％減）となり、営業外損益における中国合弁会社に係る持分法投資利益の減少等により

経常利益は３億６百万円（同36.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億８千７百万円（同42.3％減）

となりました。

 

　セグメントの業績は次のとおりであります。

 

①機械関連事業

　舶用機器は、新造船の新規受注の低迷による造船所の建造ペースの減速の影響等により売上、受注とも減少いた

しました。産業機器は、売上は設備工事関連が増加したものの、製鉄関連の大型案件の一巡により減少いたしまし

た。受注は空気予熱機や設備工事関連の需要が堅調に推移したことから増加いたしました。

　この結果、機械関連事業全体では、売上高は41億６千４百万円（前年同期比13.7％減）、セグメント利益は２億

３千万円（同46.1％減）となりました。

 

②資源関連事業

　結晶質石灰石部門の売上は、住宅関連資材向け需要に緩やかな回復が見られましたが、工事関連商品の需要が低

調でやや減少いたしました。半導体封止材などの原料であるハイシリカ（精製珪石粉等）部門の売上は、液晶関連

が低調に推移いたしましたが、半導体関連及び光学関連の需要が堅調に推移し増加いたしました。

　この結果、資源関連事業全体では、売上高は16億４千４百万円（前年同期比12.8％増）、セグメント損失は２千

３百万円（前年同期はセグメント損失５千７百万円）となりました。

 

③不動産関連事業

　新規テナント入居により、稼働率が改善したこと等から、売上高は１億４百万円（前年同期比6.3％増）、セグ

メント利益は４千４百万円（同23.8％増）となりました。

 

④素材関連事業

　耐熱塗料の売上は、設備用がやや減少したものの、工業用が堅調で増加いたしました。また、ライナテックス

（高純度天然ゴム）関連の売上も、セメント業界向けが増加し、この結果、素材関連事業全体では、売上高は５億

５千７百万円（前年同期比13.0％増）、セグメント利益は４千９百万円（同2,623.9％増）となりました。

 

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（3）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、12百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,520,000

計 8,520,000

 （注） 平成29年６月29日開催の第92回定時株主総会において、株式併合に関する議案が承認可決されたため、株式併合

の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、発行可能株式総数は78,780,000株減少し、8,520,000株となって

おります。

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,130,000 2,130,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 2,130,000 2,130,000 － －

 （注） 平成29年６月29日開催の第92回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で株式併合（普通株式10株につき

１株の割合で併合）及び単元株式数の変更（1,000株から100株）を実施しております。これにより、株式併合後

の発行済株式総数は19,170,000株減少し、2,130,000株となっております。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年10月１日（注） △19,170 2,130 － 1,100,000 － 793,273

 （注） 平成29年６月29日開催の第92回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合

で株式併合を行い、発行済株式総数は19,170,000株減少し、2,130,000株となっております。

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 46,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  21,174,000 21,174 －

単元未満株式 普通株式　 　 80,000 － －

発行済株式総数 21,300,000 － －

総株主の議決権 － 21,174 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、㈱証券保管振替機構名義の株式が6,000株(議決権の数６

個）含まれております。

  ２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式３株が含まれております。

  ３．平成29年６月29日開催の第92回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で株式併合（普通株式10株に

つき１株の割合で併合）及び単元株式数の変更（1,000株から100株）を実施しております。これにより、株

式併合後の発行済株式総数は19,170,000株減少し、2,130,000株となっております。

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ニッチツ
東京都港区赤坂一

丁目11番30号
46,000 － 46,000 0.22

計 － 46,000 － 46,000 0.22

　（注）　平成29年６月29日開催の第92回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で株式併合（普通株式10株につ

き１株の割合で併合）及び単元株式数の変更（1,000株から100株）を実施しております。これにより、当第３

四半期会計期間末現在における自己株式数は、単元未満株式の取得分と合わせて4,785株となっております。

 

２【役員の状況】

  該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,448,142 4,372,270

受取手形及び売掛金 2,296,038 ※ 2,096,081

電子記録債権 389,842 397,918

商品及び製品 209,212 281,627

仕掛品 675,530 760,119

原材料及び貯蔵品 305,507 292,816

その他 508,671 304,042

貸倒引当金 △1,735 △1,017

流動資産合計 8,831,210 8,503,858

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,003,726 1,971,094

機械装置及び運搬具（純額） 516,949 787,369

土地 2,404,359 2,358,388

その他（純額） 134,603 61,949

有形固定資産合計 5,059,639 5,178,802

無形固定資産 13,778 14,956

投資その他の資産   

投資有価証券 1,679,380 1,876,287

その他 564,358 559,326

貸倒引当金 △1,282 △1,482

投資その他の資産合計 2,242,457 2,434,132

固定資産合計 7,315,875 7,627,891

資産合計 16,147,085 16,131,750
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 769,024 ※ 736,582

短期借入金 1,385,104 1,350,468

未払法人税等 168,091 17,753

賞与引当金 93,716 24,598

役員賞与引当金 13,600 10,200

受注損失引当金 6,324 18,865

その他 726,545 881,704

流動負債合計 3,162,406 3,040,173

固定負債   

長期借入金 121,194 19,805

役員退職慰労引当金 133,670 101,887

環境安全対策引当金 35,479 5,008

退職給付に係る負債 692,461 658,366

資産除去債務 56,156 62,307

その他 456,849 552,985

固定負債合計 1,495,811 1,400,358

負債合計 4,658,218 4,440,532

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,100,000 1,100,000

資本剰余金 811,257 811,257

利益剰余金 9,067,699 9,127,538

自己株式 △10,854 △11,363

株主資本合計 10,968,102 11,027,431

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 452,251 585,896

繰延ヘッジ損益 126 707

為替換算調整勘定 96,739 101,821

退職給付に係る調整累計額 △28,352 △24,639

その他の包括利益累計額合計 520,764 663,785

純資産合計 11,488,867 11,691,217

負債純資産合計 16,147,085 16,131,750
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 6,873,605 6,471,675

売上原価 5,525,523 5,291,439

売上総利益 1,348,081 1,180,235

販売費及び一般管理費 932,503 872,547

営業利益 415,578 307,688

営業外収益   

受取利息 797 480

受取配当金 39,534 41,505

持分法による投資利益 56,320 －

その他 31,410 42,317

営業外収益合計 128,062 84,303

営業外費用   

支払利息 8,451 7,536

持分法による投資損失 － 23,644

休廃止鉱山管理費 41,857 47,916

その他 8,189 6,182

営業外費用合計 58,498 85,280

経常利益 485,142 306,711

特別利益   

固定資産売却益 490 512

関係会社出資金売却益 8,741 －

特別利益合計 9,232 512

特別損失   

固定資産処分損 765 15,881

その他 － 2,620

特別損失合計 765 18,501

税金等調整前四半期純利益 493,609 288,722

法人税、住民税及び事業税 133,134 29,391

法人税等調整額 35,549 71,966

法人税等合計 168,683 101,358

四半期純利益 324,925 187,364

親会社株主に帰属する四半期純利益 324,925 187,364
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益 324,925 187,364

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 219,621 133,645

繰延ヘッジ損益 6,608 580

退職給付に係る調整額 2,287 3,712

持分法適用会社に対する持分相当額 △126,532 5,081

その他の包括利益合計 101,984 143,020

四半期包括利益 426,910 330,385

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 426,910 330,385

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会

計期間末日残高に含まれております。
 

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成29年12月31日）

受取手形 － 千円 134,170千円

支払手形 － 8,905

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

減価償却費 268,913千円 238,826千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

　　  １．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 63,767 3.0 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

平成28年11月11日

取締役会
普通株式 63,767 3.0 平成28年９月30日 平成28年12月５日 利益剰余金

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間末後となるもの
 

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

　　  １．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 63,763 3.0 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

平成29年11月10日

取締役会
普通株式 63,761 3.0 平成29年９月30日 平成29年12月４日 利益剰余金

（注）　１株当たり配当額については、基準日が平成29年９月30日であるため、平成29年10月１日付の株式

併合前の金額を記載しております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間末後となるもの
 

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年12月31日）

     報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
機械関連
事業

資源関連
事業

不動産関連
事業

素材関連
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 4,823,315 1,458,425 98,761 493,102 6,873,605 － 6,873,605

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 225 － 4,534 4,759 △4,759 －

計 4,823,315 1,458,650 98,761 497,636 6,878,364 △4,759 6,873,605

セグメント利益又は損

失（△）
428,380 △57,423 36,317 1,805 409,079 6,499 415,578

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去7,740千円、全社費用△1,240千円で

あります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年12月31日）

     報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
機械関連
事業

資源関連
事業

不動産関連
事業

素材関連
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 4,164,691 1,644,824 104,996 557,162 6,471,675 － 6,471,675

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 159 － 3,678 3,837 △3,837 －

計 4,164,691 1,644,983 104,996 560,840 6,475,512 △3,837 6,471,675

セグメント利益又は損

失（△）
230,708 △23,918 44,950 49,179 300,920 6,767 307,688

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去7,740千円、全社費用△972千円であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 152円87銭 88円16銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
324,925 187,364

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
324,925 187,364

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,125 2,125

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　２．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計

年度の期首に当該株式併合が実施されたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

 　平成29年11月10日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………63,761千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………３円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成29年12月４日

（注）１．平成29年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

　　　２．１株当たりの金額については、基準日が平成29年９月30日であるため、平成29年10月１日付の株式併合前の

金額を記載しております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月９日

株式会社ニッチツ

 

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 片岡　久依　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大森　佐知子　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ニッチ
ツの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平成
29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連結財務
諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する
結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し
て四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ニッチツ及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政状態
及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要
な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　                                                                                                以　上

 

　(注)１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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